
(57)【要約】

【課題】アルカリ溶液を使用することなく効果的に鋼板

を連続洗浄する方法及び装置を提供すること。

【解決手段】過熱水蒸気吹付器１により連続走行する鋼

板Ｓの両面に過熱水蒸気を吹き付け、その後、ブラシロ

ール２ａにより鋼板Ｓの両面をブラッシングし、さらに

、水噴霧器３により鋼板Ｓの両面に水を噴霧して鋼板Ｓ

を連続洗浄する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 連 続 走 行 す る 鋼 板 の 両 面 に 過 熱 水 蒸 気 を 吹 き 付 け て 鋼 板 を 連 続 洗 浄 す る 鋼 板 の 連 続 洗 浄
方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 連 続 走 行 す る 鋼 板 の 両 面 に 過 熱 水 蒸 気 を 吹 き 付 け 、 そ の 後 、 ブ ラ シ ロ ー ル に よ り 鋼 板 の
両 面 を ブ ラ ッ シ ン グ し 、 さ ら に 、 鋼 板 の 両 面 に 水 を 噴 霧 し て 鋼 板 を 連 続 洗 浄 す る 鋼 板 の 連
続 洗 浄 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 連 続 走 行 す る 鋼 板 の 両 面 を 連 続 洗 浄 す る 鋼 板 の 連 続 洗 浄 装 置 に お い て 、 連 続 走 行 す る 鋼
板 の 両 面 に 過 熱 水 蒸 気 を 吹 き 付 け る 過 熱 水 蒸 気 吹 付 器 を 設 け た 鋼 板 の 連 続 洗 浄 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 過 熱 水 蒸 気 吹 付 器 の 下 流 側 に 、 鋼 板 の 両 面 に 配 置 さ れ た 複 数 の ブ ラ シ ロ ー ル を 有 す る ブ
ラ シ ス ク ラ バ ー を 設 け 、 ブ ラ シ ス ク ラ バ ー の 下 流 側 に 、 鋼 板 の 両 面 に 水 を 噴 霧 す る 水 噴 霧
器 を 設 け た 請 求 項 ３ に 記 載 の 鋼 板 の 連 続 洗 浄 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 鋼 板 の 連 続 焼 鈍 ラ イ ン や 連 続 溶 融 金 属 メ ッ キ ラ イ ン に お い て 、 焼 鈍 処
理 や メ ッ キ 処 理 の 前 に 、 鋼 板 に 付 着 し た 圧 延 油 あ る い は 鉄 粉 等 の 異 物 を 洗 浄 し て 除 去 す る
鋼 板 の 連 続 洗 浄 方 法 及 び 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 連 続 焼 鈍 ラ イ ン や 連 続 溶 融 金 属 メ ッ キ ラ イ ン に は 、 通 常 、 冷 延 鋼 板 や 熱 延 鋼 板 が 通 板 さ
れ る 。 冷 延 鋼 板 や 熱 延 鋼 板 に は 、 圧 延 す る 際 に ロ ー ル や 鋼 板 の 冷 却 及 び 潤 滑 の た め に 噴 射
さ れ た 圧 延 油 や 、 機 械 油 、 鉄 粉 、 塵 芥 等 の 異 物 が 両 面 に 付 着 し て い る 。 こ れ ら の 油 類 や 異
物 が 鋼 板 に 付 着 し た ま ま で あ る と 、 後 工 程 の 処 理 ラ イ ン が 汚 損 さ れ た り 、 製 品 に 残 存 し た
場 合 は 表 面 の 汚 れ と な り 鋼 板 の 商 品 価 値 が 損 な わ れ た り す る 。 し た が っ て 、 後 工 程 の 処 理
前 に 、 連 続 的 に 鋼 板 を 洗 浄 し 、 付 着 し て い る 油 類 や 異 物 を 除 去 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 鋼 板 の 連 続 洗 浄 方 法 と し て は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 洗 浄 液 と し
て Ｎ ａ Ｏ Ｈ 等 の ア ル カ リ 溶 液 に 鋼 板 を 浸 漬 し 、 鋼 板 の 両 面 に 近 接 し て 対 向 配 置 し た 電 極 に
よ っ て ア ル カ リ 溶 液 の 電 気 分 解 を 行 い 、 鋼 板 の 両 面 か ら 水 素 、 酸 素 の 気 泡 を 発 生 さ せ 、 こ
の 気 泡 に よ り 汚 れ を 持 ち 上 げ て 剥 落 さ せ る 電 解 洗 浄 を 施 す か 、 あ る い は 、 鋼 板 の 両 面 に 洗
浄 液 と し て ア ル カ リ 溶 液 を 噴 射 し 、 同 時 に ブ ラ シ ロ ー ル に よ っ て 鋼 板 の 両 面 を ブ ラ ッ シ ン
グ す る 方 法 が 一 般 的 に 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 従 来 の 洗 浄 方 法 で は 、 上 述 の と お り 、 洗 浄 液 と し て ア ル カ リ 溶 液 を 使 用 す る た
め 、 そ の 廃 液 処 理 が 必 要 で あ る と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 洗 浄 液 は 循 環 し て 一 定 期 間 使 用
す る た め 、 汚 れ の 進 行 に よ り 洗 浄 能 力 が 低 下 す る と い う 問 題 も あ る 。 さ ら に 、 洗 浄 液 と し
て ア ル カ リ 溶 液 を 使 用 す る た め 、 泡 の 発 生 が 避 け ら れ ず 洗 浄 槽 や 洗 浄 液 循 環 槽 で 泡 が 溢 れ
出 し 作 業 環 境 を 悪 化 さ せ る と い う 問 題 も あ る 。 加 え て 、 電 解 洗 浄 方 式 の 場 合 、 設 備 コ ス ト
及 び ラ ン ニ ン グ コ ス ト が 高 く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ５ ９ ７ ８ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 ア ル カ リ 溶 液 を 使 用 す る こ と な く 効 果 的 に 鋼 板 を 連
続 洗 浄 す る 方 法 及 び 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 で は 、 洗 浄 液 と し て ア ル カ リ 溶 液 を 使 用 せ ず に 、 鋼 板
の 両 面 に 過 熱 水 蒸 気 を 吹 き 付 け る こ と に よ り 鋼 板 を 洗 浄 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 鋼 板 の 連 続 洗 浄 方 法 は 、 連 続 走 行 す る 鋼 板 の 両 面 に 過 熱 水 蒸 気 を 吹
き 付 け て 鋼 板 を 連 続 洗 浄 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 鋼 板 の 連 続 洗 浄 装 置 は 、 連 続 走 行 す る 鋼 板 の 両 面 を 連 続 洗 浄 す る 鋼 板 の
連 続 洗 浄 装 置 に お い て 、 連 続 走 行 す る 鋼 板 の 両 面 に 過 熱 水 蒸 気 を 吹 き 付 け る 過 熱 水 蒸 気 吹
付 器 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 で 使 用 す る 過 熱 水 蒸 気 と は 、 飽 和 水 蒸 気 に さ ら に 熱 を 加 え て 過 熱 し た １ ０ ０ ℃ 以
上 の 高 温 の 水 蒸 気 の こ と で あ る 。 本 発 明 で は 、 こ の 過 熱 水 蒸 気 を 鋼 板 の 両 面 に 吹 き 付 け る
こ と で 、 鋼 板 の 両 面 に 付 着 し て い る 圧 延 油 、 機 械 油 等 の 油 類 を 加 熱 、 気 化 さ せ て 除 去 す る
。 ま た 、 こ れ と 同 時 に 、 鋼 板 の 両 面 に 付 着 し て い る 鉄 粉 等 の 異 物 も 過 熱 水 蒸 気 で 洗 い 流 し
て 除 去 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 で は 、 鋼 板 の 両 面 に 付 着 し て い る 鉄 粉 等 の 異 物 を よ り 確 実 に 除 去 す る た め に 、 連
続 走 行 す る 鋼 板 の 両 面 に 過 熱 水 蒸 気 を 吹 き 付 け 、 そ の 後 、 ブ ラ シ ロ ー ル に よ り 鋼 板 の 両 面
を ブ ラ ッ シ ン グ し 、 さ ら に 、 鋼 板 の 両 面 に 水 を 噴 霧 し て 鋼 板 を 連 続 洗 浄 す る こ と が 好 ま し
い 。 そ の た め の 装 置 構 成 と し て は 、 過 熱 水 蒸 気 吹 付 器 の 下 流 側 に 、 鋼 板 の 両 面 に 配 置 さ れ
た 複 数 の ブ ラ シ ロ ー ル を 有 す る ブ ラ シ ス ク ラ バ ー を 設 け 、 ブ ラ シ ス ク ラ バ ー の 下 流 側 に 、
鋼 板 の 両 面 に 水 を 噴 霧 す る 水 噴 霧 器 を 設 け る 。 こ の よ う な 構 成 と す る こ と で 、 過 熱 水 蒸 気
の 吹 き 付 け に よ る 洗 浄 で 残 っ た 鉄 粉 等 の 異 物 は 、 ブ ラ シ ロ ー ル に よ り 掻 き 落 と さ れ 、 水 の
噴 霧 に よ り 洗 い 流 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に お い て 使 用 す る 過 熱 水 蒸 気 の 温 度 は 、 鋼 板 に 付 着 す る 圧 延 油 、 機 械 油 等 の 油 類
の 沸 点 が ２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ℃ 程 度 で あ る こ と か ら 、 そ の 気 化 に よ る 除 去 を 効 率 的 に 行 う た め
に ２ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ℃ 程 度 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 洗 浄 液 と し て ア ル カ リ 溶 液 を 使 用 せ ず に 、 鋼 板 の 両 面 に 過 熱 水 蒸 気 を
吹 き 付 け る こ と に よ り 鋼 板 を 洗 浄 す る よ う に し た こ と で 、 以 下 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
１ ． 洗 浄 液 と し て の ア ル カ リ 溶 液 が 不 要 と な り 、 そ の 廃 液 処 理 も 不 要 と な る の で 、 ラ ン ニ
ン グ コ ス ト を 削 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
２ ． 洗 浄 液 と し て の ア ル カ リ 溶 液 の 劣 化 に よ る 洗 浄 能 力 の 低 下 の 問 題 が な く な り 、 洗 浄 能
力 が 安 定 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
３ ． 洗 浄 プ ロ セ ス に 電 解 が 不 要 と な り 、 設 備 構 成 も 簡 易 に な る の で 、 設 備 コ ス ト を 削 減 で
き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
４ ． 従 来 、 洗 浄 液 と し て ア ル カ リ 溶 液 を 使 用 し て い た 場 合 に 見 ら れ た 泡 の 発 生 が な く 、 作
業 環 境 の 悪 化 を 防 止 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 面 に 示 す 実 施 例 に 基 づ き 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 鋼 板 の 連 続 洗 浄 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 装 置 構 成 図 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 鋼 板 Ｓ の 通 板 方 向 に 沿 っ て 順 に 、 過 熱 水 蒸 気 吹 付 器 １ 、 ブ ラ シ ス ク ラ バ
ー ２ 、 水 噴 霧 器 ３ 、 及 び 乾 燥 器 ４ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 過 熱 水 蒸 気 吹 付 器 １ に は 、 水 蒸 気 を 過 熱 器 ５ で 加 熱 し て 得 ら れ た 過 熱 水 蒸 気 が 供 給 さ れ
る 。 こ の 過 熱 水 蒸 気 は 、 鋼 板 Ｓ の 両 面 側 に 配 置 さ れ た ヘ ッ ダ 管 １ ａ に 導 入 さ れ 、 ヘ ッ ダ 管
１ ａ に 接 続 さ れ た 複 数 の ノ ズ ル １ ｂ よ り 、 鋼 板 Ｓ の 両 面 に 吹 き 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ブ ラ シ ス ク ラ バ ー ２ は 、 鋼 板 の 両 面 に 配 置 さ れ た 複 数 の ブ ラ シ ロ ー ル ２ ａ を 有 し 、 こ の
ブ ラ シ ロ ー ル ２ ａ に よ り 鋼 板 Ｓ の 両 面 を ブ ラ ッ シ ン グ し て 鋼 板 Ｓ に 付 着 し た 鉄 粉 等 の 異 物
を 掻 き 落 と す 。 ブ ラ シ ス ク ラ バ ー ２ の 出 口 部 に は 、 水 切 り 用 の リ ン ガ ー ロ ー ル ２ ｂ が 設 け
ら れ て い る 。 ま た 、 必 要 に 応 じ て 、 ブ ラ シ ス ク ラ バ ー ２ に は 鋼 板 Ｓ の 両 面 に 水 を 噴 霧 す る
複 数 の ノ ズ ル を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 水 噴 霧 器 ３ に は 温 水 が 供 給 さ れ 、 こ の 温 水 は 、 鋼 板 Ｓ の 両 面 側 に 配 置 さ れ た ヘ ッ ダ 管 ３
ａ に 導 入 さ れ 、 ヘ ッ ダ 管 ３ ａ に 接 続 さ れ た 複 数 の ノ ズ ル ３ ｂ よ り 、 鋼 板 Ｓ の 両 面 に 吹 き 付
け ら れ る 。 水 噴 霧 器 ３ の 出 口 部 に は 、 水 切 り 用 の リ ン ガ ー ロ ー ル ３ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 乾 燥 器 ４ に は 熱 風 が 供 給 さ れ 、 こ の 熱 風 は 、 鋼 板 Ｓ の 両 面 側 に 配 置 さ れ た ヘ ッ ダ 管 ４ ａ
に 導 入 さ れ 、 ヘ ッ ダ 管 ４ ａ に 接 続 さ れ た 複 数 の ノ ズ ル ４ ｂ よ り 、 鋼 板 Ｓ の 両 面 に 吹 き 付 け
ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 ま ず 鋼 板 Ｓ は 過 熱 水 蒸 気 吹 付 器 １ に 通 板 さ れ 、 鋼 板 Ｓ の 両 面 に 過
熱 水 蒸 気 が 吹 き 付 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 鋼 板 の 両 面 に 付 着 し て い る 圧 延 油 、 機 械 油 等 の
油 類 が 加 熱 、 気 化 し て 除 去 さ れ る 。 ま た 、 こ れ と 同 時 に 、 鋼 板 の 両 面 に 付 着 し て い る 鉄 粉
等 の 異 物 も 過 熱 水 蒸 気 で 洗 い 流 さ れ て 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ の 後 、 鋼 板 Ｓ は ブ ラ シ ス ク ラ バ ー ２ に 通 板 さ れ る 。 ブ ラ シ ス ク ラ バ ー ２ で は 鋼 板 Ｓ の
両 面 に 配 置 さ れ た ブ ラ シ ロ ー ル ２ ａ に よ り 鋼 板 の 両 面 が ブ ラ ッ シ ン グ さ れ る 。 こ れ に よ り
、 鋼 板 Ｓ の 両 面 に 残 っ て い た 鉄 粉 等 の 異 物 が 掻 き 落 と さ れ る 。 次 に 、 鋼 板 Ｓ は 水 噴 霧 器 ４
に 通 板 さ れ 、 温 水 に よ り 鋼 板 Ｓ 上 の 鉄 粉 等 の 異 物 が 洗 い 流 さ れ る 。 最 後 に 、 鋼 板 Ｓ は 乾 燥
器 ４ に 通 板 さ れ 、 鋼 板 Ｓ 上 の 水 分 が 完 全 に 乾 燥 、 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 洗 浄 液 と し て ア ル カ リ 溶 液 を 使 用 す る こ と な く 効 果 的 に
鋼 板 Ｓ を 連 続 洗 浄 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ に は 、 図 １ に 示 し た 本 発 明 の 実 施 例 と 、 従 来 技 術 の ア ル カ リ 溶 液 を 使 用 し た 電 解 洗
浄 ＋ ブ ラ シ 洗 浄 の 洗 浄 効 果 の 経 時 変 化 を 比 較 し て 概 念 的 に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 で は 、 常 に 新 鮮 な 過 熱 水 蒸 気 を か け 流 す た め 洗 浄 効 果 は 一 定 で あ る 。 一 方 、 従 来
技 術 で は 洗 浄 液 が 劣 化 し て い き 、 １ 回 ／ 月 程 度 で 洗 浄 液 の 交 換 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 過 熱 水 蒸 気 を 使 用 し 、 機 械 油 等 の 油 類 を 気 化 に よ り 効 率 的 に 除 去 で き
る の で 、 従 来 技 術 に お い て 洗 浄 液 が 新 液 の 時 と 比 べ て も 洗 浄 効 果 が 高 い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 は 、 鋼 板 の 連 続 焼 鈍 ラ イ ン や 連 続 溶 融 金 属 メ ッ キ ラ イ ン な ど 、 各 種 の 鋼 板 処 理 の
前 工 程 と し て の 洗 浄 処 理 に 利 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 鋼 板 の 連 続 洗 浄 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 装 置 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 本 発 明 の 実 施 例 と 、 従 来 技 術 の ア ル カ リ 溶 液 を 使 用 し た 電 解 洗 浄 ＋
ブ ラ シ 洗 浄 の 洗 浄 効 果 の 経 時 変 化 を 比 較 し て 概 念 的 に 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ 　 過 熱 水 蒸 気 吹 付 器
　 １ ａ 　 ヘ ッ ダ 管
　 １ ｂ 　 ノ ズ ル
　 ２ 　 ブ ラ シ ス ク ラ バ ー
　 ２ ａ 　 ブ ラ シ ロ ー ル
　 ２ ｂ 　 リ ン ガ ー ロ ー ル
　 ３ 　 水 噴 霧 器
　 ３ ａ 　 ヘ ッ ダ 管
　 ３ ｂ 　 ノ ズ ル
　 ４ 　 乾 燥 器
　 ４ ａ 　 ヘ ッ ダ 管
　 ４ ｂ 　 ノ ズ ル
　 ５ 　 過 熱 器
　 Ｓ 　 鋼 板
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